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　社会課題の解決や新たなビジネ

ス創出に向けたアイデアを競い合

う、海事業界初のアイデアソン「海

事DATA ／ AIアイデアソン」が１日

に開幕した。シップデータセンタ

ー（ShipDC）が推進する船舶デー

タ基盤ＩｏＳオープンプラットフ

ォーム（ＩｏＳ-ＯＰ）の発展に結

び付けることを目指しており、Ｉｏ

Ｓ－ＯＰの会員組織「ＩｏＳ－Ｏ

Ｐコンソーシアム」が主催する。「Ｉ

ｏＳ-ＯＰ3.0を考える」をテーマ

に、２日間の日程で海運業界の未

来を担う若手・中堅者が、有識者

らを交えてデータやＡＩ（人工知

能）を活用し、世界をどのように

変えていくのか、そのために何を

すべきかを真剣に議論する。

　東京会場をメインに、大阪会場

などとオンラインでつないで実施

した。日本郵船の「ＮＹＫデジタ

ルアカデミー」の石澤直孝学長が

講師を担当。会員組織「ＩｏＳ－

ＯＰコンソーシアム」参加企業の

中堅社員が参加し、グループワー

クで積極的に意見交換した。

　初日はグループワークに先立

ち、講師の石澤氏が講演。アイデ

アソン実施に向けたヒントとして、

海事・物流は多種多様な産業に関

わるため、計り知れない多様性と

広がりを有すること、全世界の経

済の10％超と巨大な市場規模を有

すること、国際貿易の経済規模は

ＧＤＰを上回る成長率を見せてい

ること―などを紹介。現在は、伝

統的な物流ビジネスが終焉を迎

え、新たなアイデア・実行力を持

つ人が生き延びる時代だと指摘し

たほか、顧客ニーズに応える知恵

と行動力次第では、新規参入者で

も結果を出すことが可能などと説

明した。

　これまで当たり前だった状況を

大きく一変させるような「ゲーム

チェンジャー」についても言及し

た。例えば、オゾン層保護や脱炭

素化に向けた世界的な取り組みな

ど、世界を変えるような動きは「ゲ

ームチェンジャーが大胆に世界を

変える発想を持つことが第一歩と

なった」などと説明。新たな発想

の創出に向け、参加者に「普段の

生活から離れて、ゲームチェンジ

ャーの発想に立って大胆なアイデ

アを考えてほしい」などと呼び掛

けた。引き続き、「10年後のデータ

ビジネス」をテーマに、グループ

ワークを行った。

　２日目は、グループワークの後、

各チームがそれぞれのビジネスア

イデアを発表。コンソーシアム会

員らが審査員となり、価値提供、

市場創造の観点から審査・講評を

行う。

テーマとなっている「ＩｏＳ-Ｏ

Ｐ3.0」は、ＩｏＳ-ＯＰの進展を５

年スパンで区切ったうち、2025年

～ 30年を定義したもの。同イベン

トを通じて、「ＩｏＳ-ＯＰ3.0」の

期間でのＩｏＳ-ＯＰの高度プラッ

トフォーム化への進化に結び付け

ることを目指している。

■データ・ＡＩの活用で業界課題解決、ビジネス創出へ

グループワークの様子

講師の石澤直孝氏

オンライン形式で中継会場とつなぎ、実施した
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